
実践報告

数 学 教 育 にお け る ア ダ プ テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ を用 い た

効 果 につ い て の研 究

一 ア ダ プ テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ 教 材Qubenaを 用 い た 教 育 実 践 一

大門耕平 坂井 武 司 中 島晃 貴

1.問 題 と 目 的

(1)中 学 生 とい う期 間 の課 題

中 学 生 とい う期 間 に は様 々 な変 化 が あ り、そ の 一 つ が小 学校 か ら中 学 校 へ の移 行 で あ る。

そ して 、 この移 行 の期 間 に多 くの 生 徒 が 、 学 習 意 欲 の低 下 、 学 業 成 績 の低 下 、 学 校 へ の 不

適 応 、 退 学 とい う事 象 に陥 る と報 告 され て お り、 小 学 校 か ら中 学校 へ の移 行 に注 目す る こ

との 重 要 性 が提 言 され て い る(CarnegieCouncilonAdolescentDevelopment,1995;Eccles

andMidgley,1989;Ecclesetal,1993;Simmons&Blyth1987)。 日本 に お い て も、 文 部 科

学 省 は、 「児 童 が 、 小 学 校 か ら中 学 校 へ の進 学 に お い て 、 新 しい 環 境 で の 学 習 や 生 活 へ 移

行 す る段 階 で 、不 登 校 等 が 増 加 した りす るい わ ゆ る 中1ギ ャ ッ プが 指 摘 され て い る。 各 種

調 査 に よれ ば 、 「授 業 の理 解 度 」 「学 校 の楽 しさ」 「教 科 や 活 動 の 時 間 の 好 き嫌 い」 につ

い て 、 中学 生 に な る と肯 定 的 回答 をす る生 徒 の 割 合 が 下 が る傾 向 に あ る こ とや 、 「学 習 上

の悩 み 」 と して 「上 手 な勉 強 の仕 方 が わ か らな い」 と回 答 す る児 童 生 徒 数 や 、 暴 力 行 為 の

加 害 児 童 生 徒 数 、 い じめ の 認 知 件 数 、 不 登 校 児 童 生 徒 数 が 中 学 校1年 生 に な っ た と き に大

幅 に増 え る実 態 が 明 らか に な って い る。 」(文 部 科 学 省2017)と 小 学 校 か ら中 学 校 へ の

移 行 期 に生 じ る問 題 に つ い て 問 題 提 起 して い る。

さ ら に、中 学 生 の学 習 意 欲 の低 下 が報 告 され て い る(文 部 科 学 省2016;Okado2017)。

Anderman&Midgley(1997)は 、 この よ うな 中 学 校 で の 学 習 意 欲 の低 下 が 起 こ る原 因 を

中学 生 の学 習 へ の意 識 に あ る と し、 小 学 生 は 自分 の能 力 を高 め る こ と、 す な わ ち課 題 の 達

成 を求 め る傾 向 が 強 い の に対 し、 中 学 生 は相 対 的 な評 価 や 正 しい 答 え な どの 結 果 の達 成 を

求 め る傾 向 が 強 くな る と述 べ て い る。 この こ とは、 中 学 生 の学 習 へ の意 識 の 低 下 に は 、 学
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業 成 績 が 大 きな影 響 を与 え る とい う指 摘 で あ る と理 解 で き る。

(2)中 学 生 期 に お け る数 学 教 育

数 学 教 育 にお いて 、 中 学 生 は、 小 学 生 と比 較 して数 学 へ の 関 心 が 大 き く低 下 して い る こ

とが 、 全 国 学 力 ・学 習 状 況 調 査 お よ び 国 際 教 育 達 成 度 評 価 学 会(IEA)が 実 施 した 国 際 数

学 ・理 科 教 育 動 向 調 査 で報 告 され て い る(文 部 科 学 省,2017;文 部 科 学 省,2015)。 ま た 、

中学 生 の数 学 に つ い て の 意 識 と学 業 成 績 との 関 係 につ い て は、Singh(2002)の 研 究 が あ

る。Singhは 、 中学 校 で の 数 学 と科 学 へ の 関 心 が 将 来 の キ ャ リア にお け る数 学 と科 学 に重

要 な 関 連 を持 つ に もか か わ らず 、 高 校 生 を対 象 と した研 究 が 重 視 され て い る現 状 を 問題 視

し、 ミ ドル ス クー ル の8年 生(日 本 の 中学2年 生 相 当)に 対 して 、 数 学 や科 学 へ の 関 心 と

学 業 成 績 に つ い て 調 査 をお こな った 。 そ して 、 ミ ドル ス クー ル の8年 生 の数 学 と科 学 の 学

業 成 績 に対 して は、 数 学 と科 学 の 学 習 に お け る意 欲 と態 度 が 強 い 関 連 を示 す こ とを 明 らか

に して い る。

(3)ア ダ プ テ ィブ ラ ー 一 ング 教 材 の可 能 性

この よ うな課 題 を解 決 す る た め の 教 材 と して 、 数 学 教 育 に お い て 、 人 工 知 能 を搭 載 した

教 材 が 開 発 され 、 ア ダ プテ ィブ ラー ニ ング、 す な わ ち 、 生 徒 の個 別 の理 解 に応 じた 学 習 教

材 を導 入 す る こ とが 可 能 と な っ て い る。 文 部 科 学 省 は 、 「Society5.0に お け るEdTechを

活 用 した教 育 ビ ジ ョ ンの 策 定 に 向 けた 方 向性 」 に お い て 、 す ぐ にで も着 手 す べ き課 題 と し

て、 「学 習 デ ー タ等 を活 用 した学 習 状 況 の 「見 え る化 」 等 に よ る個 に応 じた 指 導(ア ダ プ

テ ィ ブ ラー ニ ン グ)の 推 進 を明 記 して い る(文 部 科 学 省2018)。 ま た 、2020年 代 に 向

け た教 育 の情 報 化 に関 す る懇 談 会(第1回)の 資 料 「教 育 の情 報 化 に つ い て一 現 状 と課 題

」(文 部 科 学 省2016)に お い て、 文 部 科 学省 は、未 来 社 会 を見 据 え た初 等 中等 教 育 の改

革 を実 現 す る も の と して 、 ア ダ プテ ィ ブ ラー ニ ング を位 置 付 けて お り、 「個 々 の子 供 の 習

熟 度 等 に応 じた 学 習(い わ ゆ るア ダ プ テ ィ ブ ラー ニ ン グ)等 を通 じて 、 必 要 な資 質 ・能 力

を確 実 に か つ効 果 的 に育 む 教 育 が 求 め られ て い る。 」 と述 べ て い る。

こ の よ うな ア ダ プ テ ィ ブ ラー ニ ン グ を 提 供 す る教 材 と して 、Qubenaが あ る。Qubena

は、 株 式 会 社COMPASSが 提 供 す るAI型 タ ブ レ ッ ト教 材 で あ り、 学 習 状 況 デ ー タ を収 集

し、 個 々 の生 徒 に応 じた 問 題 を出 題 す る こ とを可 能 とす る教 材 で あ る。Qubenaが 提 供 す

る学 習 は3つ あ る。 そ れ ら は、 生 徒 が 任 意 で 学 習 範 囲 を指 定 し、 学 習 を進 め る こ とが で き

る 「ラ ー ニ ン グモ ー ド」 、 生 徒 が ラー ニ ン グモ ー ド内 で 解 い た 問題 を復 習 で き る 「マ ス タ

ー モ ー ド」 、 そ して 、 教 員 が 生 徒 に指 定 した 問 題 を配 信 で き る 「ワ ー クブ ッ クモ ー ド」 で

あ る。

(4)研 究 の 位 置 付 け

数 学 教 育 にお け る ア ダ プテ ィ ブ ラー ニ ン グ につ い て は、 成 績 の 向 上 や授 業 の効 率 化 な ど
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の成 果 につ い て の報 告 が な され て い る。 しか し、 津 下(2020)は 、 「そ の ま ま教 材 を 与 え る

だ けで は十 分 な 効 果 が上 が らな い 。 とい った よ うに、 人 工 知 能 教 材 を使 うだ け で、 個 別 に

最 適 化 され た 学 びが 実 現 され る と は言 い難 い 。 」 と人 工 知 能 教 材 を単 に導 入 す る こ と に警

告 を鳴 ら し、 「人 工 知 能 教 材 を学 校 現 場 で活 用 す る場 合 、 学 校 現 場 の どの 場 面 で、 どの 教

材 を、 どの よ うに活 用 す るか を具 体 的 に決 め て い く必 要 が あ る。 」 と提 言 して い る。

そ こ で、 本 研 究 で は、 中 学 校 入 学 後 の1年 生 の数 学 に関 す る意 識 を低 下 させ な い 取 り組

み と して 、数 学 教 育 に お い て ア ダ プテ ィブ ラー ニ ング教 材Qubenaを 導 入 す る こ と と した 。

Qubenaの 使 用 にお い て は、 中 学 校1年 生 を対 象 と して 、 数 学 教 育 の教 材 と して導 入 し、

授 業 で の活 用 、 お よ び、 課 題 と して の 提 示 、 そ して、 自主 教 材 と して の活 用 とい う3つ の

方 法 でQubenaを 生 徒 に提 供 した 。 本 研 究 に よ り,ア ダ プ テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ教 材 が 、 中 学

校 入 学 後 の生 徒 の数 学 へ の 意 識 を維 持 、 向上 させ るた め に効 果 的 で あ るか を検 証 し、 これ

に よ り、 中学 校 数 学 教 育 にお い て 、 数 学 へ の 意 識 の維 持 、 学 業 成 績 を支 援 す る た め の 示 唆

を得 る こ とを 目的 とす る。

2.方 法

(1)対 象 者 と ア ダ プテ ィ ブ ラー ニ ン グ の 提 供

私 立A中 学 校 に入 学 した 中学 生 を対 象 と した 。2学 年 を調 査 対 象 と して 、Qubenaを 導

入 しな か っ た非 介 入 学 年(127名)とQubenaを 導 入 した 介 入 学 年(138名)を 対 象 と し

た。Qubena導 入 学 年 に対 して は、 入 学 前 の春 休 み か ら ワ ー ク ブ ッ クモ ー ドで小 学 校 の総

復 習 課 題 を配 信 し、 入 学 後 も数 学 の 授 業 に お い て 継 続 して 配 信 した 。 な お 、 ラ ー ニ ン グモ

ー ド、 マ ス タ ー モ ー ドにつ い て は 、個 々 の取 り組 み に委 ね る もの と位 置 付 けた 。

(2)調 査 内 容 お よび 調 査 時期

数 学 へ の意 識 に関 す る調 査 内容 と して、Okado(2019)に よ る数 学 へ の意 識 尺 度 を9月 に

実 施 した。 質 問 項 目 は3つ で あ り、 質 問 項 目1は 、 「数 学 の学 習 につ い て 、 も っ と も当 て

は ま る も の を一 つ 選 ん で くだ さい 。 」(以 下 「数 学(好 き嫌 い)」)で あ り、 選 択 肢 は、

「す きで は な い 。 」 、 「あ ま り好 きで は な い 。 」 、 「どち ら と も言 え な い 。 」 、 「ま あ好

き」 、 「とて も好 き」 で あ った 。 質 問 項 目2は 、 「数 学 の 今 ま で の 学 習 に つ い て どの よ う

な 印 象 を持 って い ます か 。 も っ と も近 い もの を一 つ 選 ん で くだ さい 。 」(以 下 「数 学(印

象)」 で あ り、 選 択 肢 は、 「授 業 につ い て い けず 、 あ き らめ か けて い る。 」 、 「授 業 につ

い て い けず 、 非 常 に不 安 。 」 、 「授 業 に少 しわ か らな い と ころ が あ り、 不 安 。 」 、 「授 業

に少 しわ か らな い と こ ろが あ るが 、 が ん ば れ ばつ い て い け る と思 う。 」 、 「授 業 は わ か っ

て い るが 、 少 し不 安 。 」 、 「授 業 はわ か って い て 、 不 安 は な い 。 」 で あ った 。 質 問項 目3

は、 「数 学 の 授 業 へ の 取 り組 み 方 に、 も っ と も近 い もの は どれ で す か 。」(以 下 「数 学(授
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業)」)で あ り 、 選 択 肢 は 、 「授 業 に あ ま り 集 中 で き な い 。 」 、 「授 業 を 聞 く よ り も 、 板

書 を 書 き 写 す こ と に 集 中 し て い る 。 」 、 「大 切 な こ と を ノ ー ト な ど に 書 き 込 ん で い る 。 」 、

「質 問 を し て 、 疑 問 点 を 解 決 し て い る 。 」 、 「予 習 し て 疑 問 点 を 明 ら か に し 、 自 分 の 考 え

が あ っ て い る か を 授 業 で 確 認 す る 。 」 、 「予 習 し て 授 業 は わ か っ て い る の で 、 発 展 的 な こ

と を 考 え た り し て い る 。 」 で あ っ た 。 こ れ ら の 回 答 を100点 満 点 に 換 算 し て 数 学 へ の 意 識

得 点 を 算 出 し た 。 ま た 、Qubenaに つ い て の 印 象 を 調 査 す る た め に 、2つ の 質 問 を し 、 回

答 を 回 収 し た 。 質 問 項 目1は 、 「Qubenaで の 学 習 は 楽 し い で す か 。 」 で あ り 、 質 問 項 目

2.は 「Qubenaで の 学 習 は わ か り や す い で す か 。 」 で あ っ た 。 選 択 肢 は 、4件 法 で あ り 、 「そ

う 思 わ な い 。 」 、 「あ ま り 思 わ な い 。 」 、 「す こ し そ う 思 う 。 」 、 「そ う 思 う 。 」 で あ っ

た 。 さ ら に 、 学 業 成 績 と し て 、1年 生 の 春 と 秋 に 実 施 さ れ る 模 擬 試 験 の 数 学 の 成 績 を 収 集

し た 。 こ れ ら の デ ー タ の 分 析 に はSPSS23.0を 使 用 し た 。

3.結 果

(1)数 学 へ の意 識 得 点 に つ い て の記 述 統 計 量 お よ びt検 定

数 学 へ の意 識 につ い て の 記 述 統 計 量 を表1に 示 した 。t検 定 の 結 果 、 平 均 値 を み る と、

数 学(好 き嫌 い)得 点 にお い て、 介 入 学 年 が 非 介 入 学 年 と比 較 して 有 意 に 高 い 値 で あ っ た

(t=-2.846,df=254,Pく.05)。

表1数 学 へ の 意 識 得 点 に つ い て の 記 述 統 計 量 お よ びt検 定

非介入学年 介入学年

平均値 ± 標準偏差 平均値 ± 標準偏差 t検定

数 学(好 き 嫌 い)55.9±26.2

数 学(印 象)73.2±20.2

数 学(授 業)57.8±22.1

65.1±25.3

73.3±21.9

61.2±24.2

0.005

0.952

0.248

(2)学 業 成 績 に つ い て

介 入 学 年 の1年 生 秋 の数 学 の 学 業 成 績 が 非 介 入 学 年 と相 違 が あ るか を検 討 す るた め、 目

的 変 数 を1年 生 秋 と し、 説 明 変 数 を年 度 と し、 さ らに、 共 変 量 を1年 生 春 の 学 業 成 績 とす

る共 分 散 分 析 を実 施 した 。

そ の 結 果 、1年 生 秋 の 学 業 成 績 慣 に つ い て 、年 度 間 で 交 互 作 用 が み られ な か っ た(p-.951)

こ と、 お よ び、 切 片 に有 意 な 差 が あ る こ と(p-.000)が 示 さ れ た こ とか ら、 各 学 年 の 学 業 成

績 の 値 が 平 行 で あ る こ と が 示 さ れ た の で 、 学 年 間 の 値 の 差 を 検 討 し た 。 多 重 比 較

(Bonferroni)の 結 果 、 介 入 学 年 と非 介 入 学 年 の間 に差 は み られ な か った 。 表2に 結 果 を

示 した 。
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表2.多 重 比 較(Bonferroni)の 結 果

比較対象 平均値の差 標準誤差 有意確率a 平均差信頼区間a

下限 上限

非介入学年 介入学年 0.041 0.669 0.951 一1
.277 1.36

多 重 比 較(Bonferroni)

(3)Qubenaに 対 す る 印象 に関 す る 記 述 統 計 量 、 お よ び、 数 学 へ の 意 識 得 点 との 相 関係 数

Qubenaに 対 す る生 徒 の 印 象 が どの よ うで あ るか に つ い て の結 果 を表3に 示 した 。

表3.Qubenaに 対 す る 印 象 に つ い て の 平 均 値 お よ び 標 準 偏 差

平均値 ± 標準偏差

Qubenaで の学習 は楽 しいですか

Qubenaで の学習 はわかりやすいですか

2.66±0.99

3.10±0.91

ま た 、Qubenaへ の印 象 が数 学 へ の 意 識 、 お よび 、数 学 の 学 業 成 績(1年 生 秋)と ど の よ

うな 関 係 で あ るか を調 べ るた め に、相 関 係 数 を 算 出 し、表4に 示 した 。そ の結 果 、「Qubena

で の 学 習 は楽 しい で す か 。」は 、数 学(好 き嫌 い)と 有 意 な相 関 が み られ た 。ま た 、「Qubena

で の 学 習 は わ か りや す い で す か」 は、 数 学 へ の 意 識 の す べ て と有 意 な相 関 が み られ た 。 し

か し、1年 秋 の学 業 成 績 と は有 意 な相 関 が み られ な か っ た 。

表4.Qubenaへ の 印 象 と 数 学 へ の 意 識 、 お よ び 、1年 秋 の 学 業 成 績 と の 相 関 係 数

数学(好 き嫌い) 数学(印 象) 数学(授 業)数 学全国偏差値1年 秋

Qubenaで の学習は楽しいですか

Qubenaで の学習はわかりやすいですか

0.36**

0.43**

0.09

0.21*

0.16

0.19*

0.056

0.108

*p<.05,**p〈.Ol

(4)Qubenaの 学 習 の 取 り 組 み 結 果

Qubenaの 学 習 の 取 り組 み に つ い て 、 ワ ー ク ブ ッ ク モ ー ド、 ラ ー ニ ン グ モ ー ド 、 マ ス タ

ー モ ー ド の そ れ ぞ れ に つ い て
、 学 習 時 間 、 回 答 数 、 正 答 率 を 表5に 示 し た 。

表5.Qubenaの 学 習 の 取 り 組 み 結 果

平均 ± 標準偏差

ワークブック学習時間(分)

ワークブック回答 数(問)

ワークブック正答率

ラーニング学習時間

ラーニング回答数(問)

ラーニング正答率

マスター学習時間(分)

マスター回答数(問)

マスター正答率

960.4±331.0

1308.9±178.2

0.7±01

134.4±193.8

372.3±470.9

0.9±0.1

27.1±74.9

65.6±158.6

0.5±05
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ま た 、Qubenaの 学 習 の取 り組 み デ ー タ の うち 学 業 成 績 に寄 与 す る因 子 を明 らか にす る

た め に、 「学 業 成 績1年 秋 」 を従 属 変 数 と し、Qubenaの 取 り組 み 結 果 を独 立 変 数 と して

重 回 帰 分 析(ス テ ップ ワ イズ 法)を 行 っ た。 そ の結 果 、 最 後 ま で 有 意 で あ った 変 数 を独 立

変 数 と し、 「学 業 成 績1年 秋 」 を従 属 変 数 と して 最 終 的 な重 回 帰 分 析 を行 っ た。 有 意 水 準

はp<.05と した 。 重 回 帰 分 析(ス テ ッ プ ワ イ ズ法)の 結 果 、 有 意 だ っ た独 立 変 数 そ れ ぞ れ

の標 準 偏 回帰 係 数 を表6.に 示 した 。

表6Qubenaの 取 り組 み 結 果 を 独 立 変 数 と した 重 回 帰 分 析(Stepwisemethod)の 結 果

標準化係数(β)

ワー クブック正 答率

ワー クブック学 習時 間(分)

ワー クブック回答数(問)

0.524

-0 .232

0.232

***

**

**

従 属 変 数:学 業 成 績1年 秋***p〈.OOI,**p〈.01,*p〈.05

そ の 後 、 有 意 で あ っ た 変 数 の み を再 投 入 して 重 回 帰分 析(ス テ ップ ワイ ズ 法)を 実施 し

た結 果 、1年 秋 の学 業 成 績 に寄 与 す る因 子 と して 、 ① ワー ク ブ ッ ク正 答 率 、 ② ワ ー ク ブ ッ

ク学 習 時 間 、 ③ ワー ク ブ ッ ク 回答 数 、 以 上3点 が 抽 出 され 、 これ ら の 因子 に よ っ て 学 業 成

績 の43.60/・ が 説 明 され た(表7)。

表 〆学 業 成 紅/年 秋 を 説 明 す る 因 子

偏回帰係数 標準誤差 標準化係数(β)t値 有意確率

ワー クブック学習 時間(分)

ワー クブック回答 数(問)

ワー クブック正答率

一〇
.0060.002

0.0130.004

34.5294.514

一〇
.232-3.5310.001

0.2323.380.001

0.5247.650

重 回 帰 分 析(ス テ ップ ワ イズ 法):調 整 済 みR2=0.436,F=33.701,p〈.OO1

一140一



数学教育におけるアダプティブラーニ ングを用いた効果についての研究

4.考 察

(1)介 入 学 年 と非 介 入 学 年 の 比 較

ア ダ プ テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ教 材 で あ るQubenaを 用 い た 数 学 教 育 を半 年 間 実 施 した介 入 群

と非 介 入 群 との 比 較 を お こ な っ た 。1年 生 秋 の 学 業 成 績 にお い て は、 介 入 群 と非 介 入 群 と

の 問 に有 意 な差 はみ られ な か っ た が 、 数 学 へ の 意 識 で あ る 「数 学(好 き嫌 い)」 に 関 して

は、有 意 な差 が み られ た 。この こ とは 、個 々人 に対 応 した教 材 が提 供 され る こ と、お よ び、

自動 採 点 、 解 説 が 提 供 され る こ との 効 果 で あ る と考 え る こ とが で き る。 ま た 、 先 行 研 究 か

ら も数 学 へ の意 識 が 高 い こ と、 す な わ ち、 数 学 が 好 きで あ る こ とが 長 期 的 に は学 業 成 績 に

強 い影 響 を与 え る こ とが 明 らか にな って お り、 中学 校 入 学 後 か ら半 年 間 、 数 学 の好 き嫌 い

が非 介 入 群 と比 較 して高 く維 持 され る こ と は、1年 後 、2年 後 の 成 績 に影 響 を与 え る こ と

が予 想 され る。 こ の こ とか ら、 ア ダ ブ テ ィ ブ ラー ニ ン グ教 材 を 導 入 す る こ と は、 小 学 校 か

ら中 学 校 へ の移 行 期 、 す な わ ち、 算 数 か ら数 学 に変 わ る段 階 に お い て 、 そ の 移 行 期 の 生 徒

を支 援 す る教 材 と して有 益 な もの で あ る と考 え る こ とが で き る。

(2)ア ダ ブ テ イブ ラ ー ニ ング 教 材Qubenaの 効 果

中 学 校 入 学 前 の春 休 み か らiPadを 一 人 一 台 貸 し出 す 環 境 の 中 で、ア プ リ と してQubena

を導 入 し、教 材 の配 布 をお こな っ た。春 休 み期 間 は、小 学 校 の総 復 習 を課 題 と して配 布 し、

入 学 後 は、 授 業 に合 わ せ た課 題 の 配 信 をお こな った 。Qubenaで の 学 習 が 中 学 生 に とっ て

どの よ うな 印 象 を与 え るの か を調 べ た と こ ろ、 楽 しい とい う回答 よ り も、 わ か りや す い と

い う回 答 の方 が 平 均 値 が 高 く、 ま た 、 楽 しい とい う回答 が 、 数 学(好 き嫌 い)と の み 有 意

な相 関 で あ るの に対 し、 わ か りや す い とい う印 象 は、 数 学 へ の意 識 のす べ て に有 意 な 相 関

が あ る こ とが示 され た。 ア ダ プ テ ィ ブ ラー ニ ン グ の導 入 の 目的 は 、 「個 々 の 子 供 の 習 熟 度

等 に応 じた学 習(い わ ゆ る ア ダ プテ ィ ブ ラー ニ ング)等 を通 じて 、 必 要 な 資 質 ・能 力 を確

実 にか つ 効 果 的 に育 む教 育 が 求 め られ て い る。」(文 部 科 学 省2016)が 示 す よ うに、個 々

人 の 習 熟 度 に応 じた学 習 に よ り確 実 に か つ効 果 的 に学 ぶ こ とで あ り、 この調 査 で 「わ か り

や す さ」の値 が 高 く、か つ 、数 学 へ の 意 識 の す べ て と有 意 な相 関 が 示 さ れ た こ とは 、Qubena

で の 学 習 は、文 部 科 学 省 が示 して い る 目的 を十 分 に果 た す教 材 で あ る と い う こ とが で き る。

(3)ア ダ プ テ ィブ ラ ー 一 ング 教 材 の活 用

ア ダ プ デ ィ ブ ラ ー ニ ン グ教 材 の活 用 に つ い て は、 担 当 教 師 か らの 適 切 な課 題 の配 布 が 必

要 とな る。 津 下(2020)が 述 べ て い る よ う に、 「そ の ま ま教 材 を 与 え る だ けで は十 分 な 効 果

が上 が らな い 。 とい っ た よ うに、 人 工 知 能 教 材 を使 うだ け で、 個 別 に最 適 化 され た 学 び が

実 現 され る と は言 い難 い 。 」 と人 工 知 能 教 材 を単 に導 入 す る こ と に警 告 を 鳴 ら し、 「人 工

知 能 教 材 を学 校 現 場 で活 用 す る場 合 、 学 校 現 場 の どの 場 面 で、 どの 教 材 を 、 どの よ うに活

用 す る か を具 体 的 に決 め て い く必 要 が あ る。 」 。 こ の調 査 に お い て も、Qubenaを 用 い た
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数 学 教 育 に お い て 、 教 師 か らの課 題 を着 実 に取 り組 ん で い る こ とが 学 業 成 績 と有 意 な 相 関

が あ る こ とが 示 され た 。Qubenaの2つ の モ ー ドで あ る、 ラー ニ ン グ モ ー ド とマ ス タ ーモ

ー ドも生 徒 が 自主 的 に取 り組 む こ とが で き る教 材 で あ り、 そ れ ら にお い て も、 ア ダ プテ ィ

ブ ラー ニ ング が 提 供 され るが 、 そ れ ら と学 業 成 績 との 問 に は有 意 な 相 関 を み る こ とが で き

ず 、 教 師 が提 供 す る ワー ク ブ ッ クモ ー ドが有 意 な相 関 で あ っ た 。 こ の こ と は、 学 校 教 育 に

お い て ア ダ プ テ ィ ブ ラー ニ ン グ を 導 入 し、適 切 な運 用 を す るた め に は、教 科 担 当 者 の理 解 、

そ して 、 日々 の 授 業 との 関 係 の 中 で 課 題 を配 信 す る こ とが 重 要 で あ る こ と を示 して い る。

す な わ ち、 自主 学 習 の教 材 と して の 活 用 よ りも、 数 学 教 育 の教 材 と して の 活 用 、 授 業 との

連 携 の 中 で の活 用 が 重 要 で あ る とい う こ とで あ る。

(4)今 後 の 課 題

今 回 の調 査 にお い て は、 介 入 群 と非 介 入 群 との問 の 学 業 成 績 につ い て差 をみ る こ とが で

きな か っ た。 し な しな が ら、 本 研 究 は、 中学 校 入 学 後 の 半 年 間 で の もの で あ り、 先 行 研 究

の結 果 か ら も、 今 後 の学 業 成 績 にお い て 差 が 見 出 され る可 能 性 が あ る。 そ の た め、 今 回 の

調 査 を今 後 も継 続 し、 卒 業 ま で の3年 間 の縦 断 調 査 を す る こ とは 、 大 きな 意 義 が あ る とい

え る。 今 後 も継 続 した調 査 を実 施 して い きた い 。

この よ うな課 題 は残 る も の の、 今 後 、 数 学 教 育 だ けで は な く、 い ろ い ろ な 教 科 で ア ダ プ

テ ィ ブ ・ラー ニ ン グ教 材 の 活 用 が 予 想 さ れ る中 、 本 研 究 に よ って 示 され た も の は、 一 定 の

指 針 と な る可 能 性 が あ る とい え る。 今 後 もア ダ プ テ ィ ブ ・ラー ニ ン グ を学 校 現 場 の教 育 に

導 入 す る こ と を継 続 しな が ら、 検 証 を して い きた い と思 う。
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